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健康文化交流センターの催し
（毎月第３水曜日開催）

問申込 健康文化交流センター（☎33-5010） 催し・講座

募 集

今年もWEBで開催します。ぜひご覧ください。
◆と　き／1月15日(月)～2月12日(月)
◆出展者／市内小中学生
◆�出展作品／図画工作科・美術科の授業で創った
絵、立体・工作・造形遊びなどの作品、和紙を
利用した作品、発明くふう・未来の絵
◆�閲覧方法／１月中旬に、
教育委員会・中央公民
館および各地域ふれあ
いセンターに設置する
案内をご覧ください。

問学校教育課
　（☎35-2711）

令和５年10月より美濃市電子図書館がスタート
しました。使ってみたいけど、はじめ方がよくわ
からない…そんな方のために利用相談会を開催し
ます。電子図書館の体験コーナーも設置しますの
で、お気軽にお立ち寄りください。
◆と　き／�１月19日（金）10：00～15：00
◆ところ／市役所１階ロビー
◆対　象／15歳以上の市民
◆�必要なもの／・マイナンバーカード　

・�マイナンバーカード読み取り対
応のスマートフォン

・�マイナンバーカード作成時に設
定した２種類の暗証番号

◆申し込み／不要
問人づくり文化課（☎35-2711）

令和5年度　美濃市児童生徒創造展

濃厚で口どけなめらかなバレンタインに向けた
ピッタリなスイーツ・ショコラテリーヌを作りま
す。自宅で簡単にカフェ風スイーツが再現できる
初心者の方も参加しやすい人気講座です。
◆と　き／1月17日（水）
　　　　　午前の部　10：00～12：00
　　　　　午後の部　13：00～15：00
◆ところ／健康文化交流センター
◆対　象／どなたでも歓迎
◆定　員／各12名
◆受講料／3,500円（材料費1,500円含む）/月1回
◆持参品／�エプロン・マスク・タオル2枚・持ち

帰り用バック
◆講　師／松田�えりな

カフェ風スイーツ教室講座

電子図書館利用相談会

JAめぐみのでは、就農を目指す人のために、圃
場で体験をしながら農業の基礎を習得する塾生を
募集します。
◆期　間／令和６年４月～令和７年３月
◆対象者／�JAめぐみの管内で就農が見込める概ね

65歳までの方
◆内　容／全体学習、圃場実習（年間１０回程度）
　　　　　【圃場実習】サトイモ（中濃地域）、夏秋
　　　　　ナス（中濃・みのかも・可児地域）
　　　　　�果樹（栗）コース（みのかも地域）から

１コース選択
◆募集人員／各コース10名以内（先着順）
◆受講料／10,000円
　　　　　（※講習代、保険料、資料代等を含む）
申込 �2月16日（金）までにJAめぐみの本店営農対

策課へ電話にて（☎23-5885）

JAめぐみの　就農塾生募集

彫刻刃を使い下書きのあるビニールを彫るとガラ
スのような質感がうまれる、話題のシャインカー
ビング！始めてみませんか？
◆と　き／�１月17日（水）19：00～20：00
◆ところ／健康文化交流センター
◆対　象／どなたでも歓迎
◆定　員／7名
◆受講料／1,000円（材料
費別500円～）/月1回
◆講　師／鈴木�美智子
※�初回無料体験あり
　�（ただし材料費500円
のみ必要）

シャインカービング講座 自衛隊では、自衛官候補生を募集中です。
募集要項や試験日程、採用時期等の詳細は２次

元コードからホームページをご覧ください。

自衛官候補生募集中

自衛官候補生募集
ホームページ

問自衛隊美濃加茂地域事務所（☎0574-25-7495）
＜総務課＞
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これからの地域社会に生きる子どもたちには、
物事を論理的に考える力、自己の主張を正しく伝
える力、広い視野・柔軟な発想力・創造性などを
身につけることが求められています。これらの契
機となるよう本大会を開催しています。
◆と　き／�２月３日（土）　13：00～
◆ところ／文化会館
◆内　容／�小中学生や高校生たちが日常生活の中

で思ったことや将来の美濃市について
などを自由な発想で、いきいきと発表
します。

※�中学生の発表は“わたしの主張2024”中濃地区選
考会とし、開催されます。

第15回わたしの主張美濃市大会

人づくり団体推進室（中央公民館内�☎33-1102）問

お知らせ

20歳になると、日本年金機構から国民年金に加
入したことのお知らせが届きます。
国民年金保険料を納めることで、老後や病気、ケ

ガにより障害が残ったときや家族が亡くなったとき
に年金を受け取ることができます。
◆�加入すると受け取ることができる年金
老齢基礎年金／生涯にわたって給付されます。
障害年金／�病気や事故で障害が残った時に受け取

ることができます。
遺族年金／�加入者が死亡した場合、その加入者に

より生計が維持されていた遺族(子の
ある配偶者や子)が受け取れます。

◆�年金の額が減ったり、年金を受け取ることができ
ない場合があります
保険料を納めず、未納のまま放置すると、将来

受け取る年金の額が減ってしまうことや年金の給
付が受けられない場合があります。納付が難しい
場合は、「免除や猶予の制度」ご活用ください。

問高齢福祉保険課または美濃加茂年金事務所
　�（☎0574-25-8181）

20歳になったら国民年金

住民票などの証明書をオンラインで申請できるようになります
マイナンバーカードを利用して、住民票などの各種証明書をオンラインで申請でき

るようになります。申請から本人確認、手数料の支払いまでオンライン上で完結し、
住民登録している住所地に証明書が郵送されます。
◆開始日／令和６年１月４日（木）

◆必要なもの
・署名用電子証明書の搭載されたマイナンバーカード
・マイナンバーカードの読み取りに対応したスマートフォン
◆決済方法
PayPay、クレジットカード（Visa、Mastercard、JCB、American�Express、

　Diners�Culb対応）

以下の手続きについてもオンライン申請ができるようになります。
（こちらはマイナンバーカードは不要です。）
・美濃市高速名古屋線通学定期乗車券補助金交付申請
・防犯灯設置補助金の要望申請
・国民健康保険限度額適用認定証申請

対象手続 対象者 手数料
住民票の写し 美濃市に住民登録のある方 300円
戸籍謄本·戸籍抄本 美濃市に本籍がある方 450円
戸籍の附票 美濃市に本籍がある方 300円
身分証明書 美濃市に本籍がある方 300円
独身証明書 美濃市に本籍がある方 300円
印鑑登録証明書 美濃市で印鑑登録されている方 300円
市税に関する所得等証明書 1/1時点で美濃市に住民登録のある方 300円

※�各証明書に応じた手数料に
加えて送料が必要。（送料
については送付方法により
異なるため内容確認後に支
払金額をお知らせします。）

※�オンライン申請ができる
のは本人の申請に限られ
ます。

ご
利
用
の
流
れ

〈総合政策課〉

※申請可能な
　手続きはこちら

◆対応する証明書

岐阜県では、違法な森林開発を早期に発見す
るため、重点的にパトロールを行っています。
森林で不審な伐採、掘削、建築物などを見かけ
ましたら、「森林不適正事案110番」にご連絡く
ださい。
問森林不適正事案110番（中濃農林事務所林業課）
　（☎33-4011内線233）または産業課

違法な森林開発は
「森林の不適正事案110番」へ
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毎年1月26日は「文化財防火デー」です。
昭和24年に起きた法隆寺金堂の火災を契機に設

けられたもので、私たちの身近にある歴史的・文化
的に貴重な財産を火災から守り、後世に伝えていこ
うとするものです。
文化財は長い歴史の中で生まれ、育まれ、今日ま

で守り伝えられてきた貴重な財産です。市の貴重な
財産である文化財を火災等の災害から保護し、これ
らの財産を後世に伝えていくため、再度この時期に
文化財防火についての関心を高めましょう。

＜人づくり文化課＞
＜中濃消防組合＞

１月26日は
第70回「文化財防火デー」 『災害のない明るいまち』になることを願い、新春

恒例の消防出初式を行います。
文化会館での式典の後、十六銀行美濃支店前に観

閲台を設置し、うだつの上がる町並みを消防団員が
行進します。その後、美濃橋下流の長良川河畔で一
斉放水を実施します。
消防団員383人が、防災への決意を新たにした真

剣な姿をご覧ください。
◆と　き／１月６日（土）
◆ところ／式典：文化会館（９:00～）
　　　　　行進：うだつの上がる町並み（10:30～）
　　　　　放水：美濃橋下流（11:20～）
　　　　　※�荒天等の場合、行進や放水を中止ま

たは縮小する場合があります。
　　　　　※�消防出初式に伴い交通規制がござい

ますのでご協力をお願いします。

＜総務課＞

『消防出初式』を開催

布などで防寒を
むき出しの水道管は、布やタオルなどで覆い、ビ

ニールテープを巻いて防寒してください。

冷え込みの厳しい朝は、屋外や日当たりの悪い場所にある水道管が凍結して、水が出ないことがあります。

水道管の凍結にご注意ください

布やタオルなど
で覆い、その上
か ら ビ ニ ー ル
テープを巻く

もしも凍ったときは
水道管が凍って水が出ないときは、自然に解ける

のを待つか、凍結した箇所の蛇口を開けてからタオル
をかぶせ、上からゆっくりとぬるま湯をかけてくださ
い。急に熱湯をかけると破裂する恐れがあります。

水道管が破裂したときは
水道管が破裂した時は、止水栓を閉めて水を止め、市の水道工事当番店（P18）か市の指定する給水装置工事

事業者に修理を依頼してください。

〈上下水道課〉

蛇口を開けてからタオルを
かぶせ、その上からぬるま
湯をゆっくりかける

※指定給水装置工事事業者一覧はこちらをご覧ください。
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経済的な理由により、就学が困難な児童生徒に対して学用品費や学校給食費などの費用を援助し
ています。
◆対　象
市内に住所があり、市立小中学校に通学する（通学予定）児童生徒で市の就学援助の認定基準に
該当する世帯。

◆�対象となる経費
学用品・通学用品費、修学旅行費、学校給食費など
◆�新入学児童生徒学用品費（入学準備金）の前倒し申請について
新小学１年生および新中学１年生になる児童生徒は、入学前に入学準備金を前倒しで申請する
ことができます。

問教育総務課（☎35-2711）

②美濃市奨学金返済補助金
◆概　要／�奨学金の返済を必要とする、新社会人の生活基盤の安定を図るため、市がその返済

を補助します。
◆対象者／大学等を卒業後、令和６年４月1日以降に就職し市内に居住する方。
◆補助金および補助期間（支援額）
・年額　18万円（上限）
・期間　就労を開始した年から最大10年

①美濃市給付型奨学金
◆概　要／�市内に住所を有する高校生が、経済的な理由で進学を諦めることがないよう、授業

料や入学金の一部を市が支援します。
◆対象者／令和６年４月以降に大学等に入学する予定の方（収入要件あり）
◆補助率および奨学金額等
・入学金：１／２（上限15万円）※１年目のみ
・授業料：１／２（上限50万円／年）※卒業まで（要件あり）

募集人員

（申込内容等を総合的に判断し奨学生を決定します。）
①美濃市給付型奨学金　②美濃市奨学金返済補助金　各10名程度

◆募集要項の配布／１月15日（月）から（教育総務課で配布）
　※詳細については、募集要項配布の際に説明します。

教育総務課（☎35-2711）問

ふるさと美濃の未来を担う人づくりの実現に向けて、
給付奨学金（返済不要）の奨学生を募集します。

就学援助制度
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美濃和紙の里会館からのお知らせ
※企画展の内容や期日などは変更になる場合があります。

開館時間、企画展の詳細
などは、美濃和紙の里会館
ホームページをご覧ください。

NPO法人四つ葉のコウゾからのお知らせ  問い合わせ先 ☎35-0522

松浦航大×よよよちゃん
歌まねジョイントライブin美濃
松浦航大×よよよちゃん

歌まねジョイントライブin美濃
春風亭一之輔
独演会

春風亭一之輔
独演会

■と　き／３月３日（日）
　　　　　開演15：00（開場14：30）
■ところ／文化会館　全席指定
■入場料／一　　　般　3,500円
　　　　　高校生以下　2,000円
　　　　　（当日各500円増）
■プレイガイド／
文化会館・さくら堂・旅の森サピー店・ローソンチケット

　（Lコード：42065）※１月17日（水）より前売券販売開始

■と　き／３月22日（金）
　　　　　開演19：00（開場18：30）　
■ところ／文化会館　全席指定
■入場料／ＳＳ席 3,000円 
　　　　　　Ｓ席 2,500円
　　　　　　Ａ席 2,000円
　　　　　　（当日各500円増）
■プレイガイド／
文化会館・さくら堂・旅の森サピー店・ローソンチケット
（Lコード：42288）※１月19日（金）より前売券販売開始
※ＳＳ席の販売は
　文化会館のみ

文化会館　休館日／1月1日（月・祝）・2日（火）・3日（水）・9日（火）・10日（水）・16日（火）・23日（火）・30日（火）

　新しい切り絵表現を追求する現代切り絵作家二人による、「静」や「動」を感じられる展
覧会。切り絵の持つ可能性や多様性を感じられる作品をご覧ください。
　市内小中学校の児童・生徒が作家とともに制作した作品群も見どころです。

■開催中の企画展
現代切り絵作家二人展　下村優介×仲順れい
12月21日（木）～令和６年３月11日（月）まで

2024 全国和紙画作家選抜展
３月14日（木）～４月22日（月）

■次回企画展

■ワークショップ「切り絵を体験しよう！」開催 ※入館料別途
と　き　2月17日（土）、2月18日（日）、3月10日（日）
指　導　下村優介、仲順れい
内　容　企画展出展作家二人の指導のもと、切り絵作りを体験します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ワークショップの詳細はこちら▶

美濃和紙の里会館（☎34-8111）　※年末年始（12/29～1/3）は休館

音楽三昧 No.9
大阪交響楽団 テューバの不思議？！

音楽三昧 No.9
大阪交響楽団 テューバの不思議？！

■と　き／１月27日（土） 開演15：00（開場14：30）
■ところ／健康文化交流センター
■入場料／一般3,000円　高校生以下無料（３才以上入場可）
■プレイガイド／　　　　　　 無料申し込みは▶
文化会館・健康文化交流センター・さくら堂・
旅の森サピー店・ローソンチケット（Lコード：43271）

文化会館２階のギャラリー
やうだつの上がる町並みに
ある吉田工房であなたの作
品を展示しませんか？
展示料は無料です。

文化会館 /NPO法人四つ葉のコウゾの
公演に関するお問い合わせはこちら

問

ギャラリー展示募集

一般書 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

『アンと幸福』
坂木 司∥著、光文社　【Fサ】

児童書 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

『ゆきってなあに?』
ユーヴァル　ゾマー∥作、
国土社　【Eゾ】「和菓子のアン」シリーズ3年ぶりの最

新作です。どうぞ召し上がれ。
「みつ屋」以外にも目が届くようになっ
てきた今日このごろ。別れと出会いと「な
んで?」を乗り越えて、アンちゃんも新しい扉を開きま
す。資格なし。学歴なし。得意なのは笑うこと。アンちゃ
んの選ぶ未来は・・・？

春にうまれたキツネとウサギは、
まだ雪をみたことがありません。
「雪ってなあに ?」と、ふたりは森
のなかまたちにたずねていきます。「雪っていうの
はね…」 動物たちからもらった手がかりで雪をみつ
けられるのでしょうか。

〔今月の特集のご案内〕
●《 一般書 》

●《 児童書 》

「ブックポケット」、「今月の1推し」、「実用書」、
「郷土の頁」のコーナーもご利用ください。

今年は、本の主人公
が紅白に分かれます。

「紅白対抗　合戦」

紙を折る文化は、日本語の発音を移した
【ORIGAMI】という呼称で海外でも広く知
られています。

「折り紙の世界」

『カミキィの<か和いい>季節のおりがみ』
   カミキィ∥著、日本文芸社

「お正月のえほん」
『20ぴきのおしょうがつ』
   たしろ ちさと∥作・絵、ひかりのくに

「竜・ドラゴンのおはなし」
『エルマーとりゅう』
   ルース・スタイルス・ガネット∥さく、
   福音館書店

2024年の大河ドラマは、紫式部の人生
を描いた≪光る君へ≫です。

「紫式部と源氏物語」

『図解でスッと頭に入る紫式部と源氏物語』
竹内 正彦∥監修、昭文社

　図書館で廃棄となった本・雑誌、寄贈された本を無料配布
します。
と　き／1月27日（土）・28日（日）開館時間中
ところ／美濃市図書館3階　雑誌コーナー前
・冊数制限なし（お持ち帰りの前に1階受付カウ
ンターで冊数をお知らせください。）

・本を持ち帰るための袋をお持ちください。
『地球村の子どもたち』

石井 光太∥著、
少年写真新聞社

「竜・ドラゴンのえほん」

『クラクフのりゅう』
   アンヴィル奈宝子∥文・絵、偕成社

辰年にちなんで、竜・ドラゴンのえほん
を集めました。

「えほん『あいうえお』かるた」
えほんでかるたをしてみましょう。

『あーりーがったい』
   夏山 ヨモギ∥著、文芸社

あ ㋐リのあーりー、友だちの
ピンチをすくう！

『さるさるおさる』
   乾 栄里子∥作、金の星社

さ さるさるおさる。
あなたはだあれ？

『喫茶おじさん』
原田 ひ香∥著、
小学館

『おばちゃんに
言うてみ?』
泉 ゆたか∥著、
新潮社

〔催し物のご案内〕
●「古本市のご案内」

　この機会に SDGs 達成のため、私たちがで
きることを考えてみませんか。

〔図書展示のご案内〕
●「未来へつなごうSDGs」（２階）

休館日　1月 1日(月・祝)～４日(木)・９日(火)・15日(月)・22日(月)・26日(金)・29日(月) 2月 5日(月)・13日(火)・19日(月)・22日(木)・26日(月)

図書館
ホームページ

電子図書館
ホームページ

（岐阜県公共図書館協議会共通テーマ資料展示）

袋の中の本は、借りてからのお楽しみ！
今年も読書を楽しみましょう。

「カルチャー～お楽しみ袋～」

〒501-3701 美濃市殿町1571-2 小倉公園内　☎35-2280

おすすめの
一冊



13 広報みの 2024.1.1

美濃和紙の里会館からのお知らせ
※企画展の内容や期日などは変更になる場合があります。

開館時間、企画展の詳細
などは、美濃和紙の里会館
ホームページをご覧ください。

NPO法人四つ葉のコウゾからのお知らせ  問い合わせ先 ☎35-0522

松浦航大×よよよちゃん
歌まねジョイントライブin美濃
松浦航大×よよよちゃん

歌まねジョイントライブin美濃
春風亭一之輔
独演会

春風亭一之輔
独演会

■と　き／３月３日（日）
　　　　　開演15：00（開場14：30）
■ところ／文化会館　全席指定
■入場料／一　　　般　3,500円
　　　　　高校生以下　2,000円
　　　　　（当日各500円増）
■プレイガイド／
文化会館・さくら堂・旅の森サピー店・ローソンチケット

　（Lコード：42065）※１月17日（水）より前売券販売開始

■と　き／３月22日（金）
　　　　　開演19：00（開場18：30）　
■ところ／文化会館　全席指定
■入場料／ＳＳ席 3,000円 
　　　　　　Ｓ席 2,500円
　　　　　　Ａ席 2,000円
　　　　　　（当日各500円増）
■プレイガイド／
文化会館・さくら堂・旅の森サピー店・ローソンチケット
（Lコード：42288）※１月19日（金）より前売券販売開始
※ＳＳ席の販売は
　文化会館のみ

文化会館　休館日／1月1日（月・祝）・2日（火）・3日（水）・9日（火）・10日（水）・16日（火）・23日（火）・30日（火）

　新しい切り絵表現を追求する現代切り絵作家二人による、「静」や「動」を感じられる展
覧会。切り絵の持つ可能性や多様性を感じられる作品をご覧ください。
　市内小中学校の児童・生徒が作家とともに制作した作品群も見どころです。

■開催中の企画展
現代切り絵作家二人展　下村優介×仲順れい
12月21日（木）～令和６年３月11日（月）まで

2024 全国和紙画作家選抜展
３月14日（木）～４月22日（月）

■次回企画展

■ワークショップ「切り絵を体験しよう！」開催 ※入館料別途
と　き　2月17日（土）、2月18日（日）、3月10日（日）
指　導　下村優介、仲順れい
内　容　企画展出展作家二人の指導のもと、切り絵作りを体験します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ワークショップの詳細はこちら▶

美濃和紙の里会館（☎34-8111）　※年末年始（12/29～1/3）は休館

音楽三昧 No.9
大阪交響楽団 テューバの不思議？！

音楽三昧 No.9
大阪交響楽団 テューバの不思議？！

■と　き／１月27日（土） 開演15：00（開場14：30）
■ところ／健康文化交流センター
■入場料／一般3,000円　高校生以下無料（３才以上入場可）
■プレイガイド／　　　　　　 無料申し込みは▶
文化会館・健康文化交流センター・さくら堂・
旅の森サピー店・ローソンチケット（Lコード：43271）

文化会館２階のギャラリー
やうだつの上がる町並みに
ある吉田工房であなたの作
品を展示しませんか？
展示料は無料です。

文化会館 /NPO法人四つ葉のコウゾの
公演に関するお問い合わせはこちら

問

ギャラリー展示募集

一般書 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

『アンと幸福』
坂木 司∥著、光文社　【Fサ】

児童書 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

『ゆきってなあに?』
ユーヴァル　ゾマー∥作、
国土社　【Eゾ】「和菓子のアン」シリーズ3年ぶりの最

新作です。どうぞ召し上がれ。
「みつ屋」以外にも目が届くようになっ
てきた今日このごろ。別れと出会いと「な
んで?」を乗り越えて、アンちゃんも新しい扉を開きま
す。資格なし。学歴なし。得意なのは笑うこと。アンちゃ
んの選ぶ未来は・・・？

春にうまれたキツネとウサギは、
まだ雪をみたことがありません。
「雪ってなあに ?」と、ふたりは森
のなかまたちにたずねていきます。「雪っていうの
はね…」 動物たちからもらった手がかりで雪をみつ
けられるのでしょうか。

〔今月の特集のご案内〕
●《 一般書 》

●《 児童書 》

「ブックポケット」、「今月の1推し」、「実用書」、
「郷土の頁」のコーナーもご利用ください。

今年は、本の主人公
が紅白に分かれます。

「紅白対抗　合戦」

紙を折る文化は、日本語の発音を移した
【ORIGAMI】という呼称で海外でも広く知
られています。

「折り紙の世界」

『カミキィの<か和いい>季節のおりがみ』
   カミキィ∥著、日本文芸社

「お正月のえほん」
『20ぴきのおしょうがつ』
   たしろ ちさと∥作・絵、ひかりのくに

「竜・ドラゴンのおはなし」
『エルマーとりゅう』
   ルース・スタイルス・ガネット∥さく、
   福音館書店

2024年の大河ドラマは、紫式部の人生
を描いた≪光る君へ≫です。

「紫式部と源氏物語」

『図解でスッと頭に入る紫式部と源氏物語』
竹内 正彦∥監修、昭文社

　図書館で廃棄となった本・雑誌、寄贈された本を無料配布
します。
と　き／1月27日（土）・28日（日）開館時間中
ところ／美濃市図書館3階　雑誌コーナー前
・冊数制限なし（お持ち帰りの前に1階受付カウ
ンターで冊数をお知らせください。）

・本を持ち帰るための袋をお持ちください。
『地球村の子どもたち』

石井 光太∥著、
少年写真新聞社

「竜・ドラゴンのえほん」

『クラクフのりゅう』
   アンヴィル奈宝子∥文・絵、偕成社

辰年にちなんで、竜・ドラゴンのえほん
を集めました。

「えほん『あいうえお』かるた」
えほんでかるたをしてみましょう。

『あーりーがったい』
   夏山 ヨモギ∥著、文芸社

あ ㋐リのあーりー、友だちの
ピンチをすくう！

『さるさるおさる』
   乾 栄里子∥作、金の星社

さ さるさるおさる。
あなたはだあれ？

『喫茶おじさん』
原田 ひ香∥著、
小学館

『おばちゃんに
言うてみ?』
泉 ゆたか∥著、
新潮社

〔催し物のご案内〕
●「古本市のご案内」

　この機会に SDGs 達成のため、私たちがで
きることを考えてみませんか。

〔図書展示のご案内〕
●「未来へつなごうSDGs」（２階）

休館日　1月 1日(月・祝)～４日(木)・９日(火)・15日(月)・22日(月)・26日(金)・29日(月) 2月 5日(月)・13日(火)・19日(月)・22日(木)・26日(月)

図書館
ホームページ

電子図書館
ホームページ

（岐阜県公共図書館協議会共通テーマ資料展示）

袋の中の本は、借りてからのお楽しみ！
今年も読書を楽しみましょう。

「カルチャー～お楽しみ袋～」

〒501-3701 美濃市殿町1571-2 小倉公園内　☎35-2280

おすすめの
一冊
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昨
年
９
月
１
日
発
行
の『
広
報
み
の
』

（
NO
１
０
０
１
）に
引
き
続
き
、
江
戸
時

代
後
期
の
庶
民
の
旅
行
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ま
す
。

旅
に
必
要
な
往お
う

来ら
い

手
形

江
戸
時
代
、
庶
民
が
旅
を
す
る
と
き

は
身
分
証
明
書
と
通
行
許
可
証
を
兼

ね
た
往
来
手
形
を
必
ず
携
行
し
ま
し

た
。
往
来
手
形
は
、「
往
来
一
札
」、「
一

札
」、「
覚お

ぼ
え

」な
ど
と
標
題
を
記
す
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
旅
立
ち
に
先
立
ち
、

旅
行
者
の
檀だ

ん

那な

寺で
ら
1
あ
る
い
は
村
の
庄
し
ょ
う

屋や

・
名な

主ぬ
し

か
ら
発
行
し
て
も
ら
い
ま

す
。
手
形
の
内
容
は
時
と
所
に
よ
っ
て

異
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
始
め
に
旅
行

者
の
所
属
・
住
所
・
名
前
・
続
柄
・
宗

し
ゅ
う

旨し

・
旦
那
寺
な
ど
が
記
さ
れ
、
あ
と
に

旅
行
の
目
的
が
記
さ
れ
る
の
が
普
通
で

し
た
。

宗
旨
の
明
記
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
信
者

で
な
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
旅
の
途
中
で
病
気
を
し
た
り
、
病

死
し
た
場
合
は
、
そ
の
地
域
の
作
法
に

よ
っ
て
取
り
扱
い
を
決
め
て
も
ら
う
よ

御
中
、
同
宿
仁
左
衛
門
宛
に
通
知
の
御

礼
と
迎
え
の
承
諾
の
返
書
を
出
し
ま

す
。
そ
の
後
は
お
そ
ら
く
、
安
太
郎
の

親
類
が
上
松
宿
に
迎
え
に
来
て（
数
日

後
に
迎
え
に
来
た
か
、
安
太
郎
の
容
態

を
見
て
い
た
か
で
数
日
が
過
ぎ
）、
次

の
四
月
四
日
付
の
申も

う
し
つ継
ぎ
文
書
が
発
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

江
戸
時
代
後
期
の

  

庶
民
の
旅
行
（
そ
の
２
）

う
に
依
頼
し
て
あ
り
ま
す
。

旅
行
者
は
こ
の
手
形
を
藩
領
境
な
ど

の
番
所
や
関
所
で
呈
示
し
、
人ひ

と
あ
ら
た
め改

を
受

け
て
通
行
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
一
個

所
と
は
限
ら
な
い
た
め
手
形
の
宛あ

て

名な

は

「
国
々
御
関
所
御
番
衆
中
」の
よ
う
に
特

定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

９
月
１
日
号
に
掲
載
し
た
服
部
次
兵

衛
の「
西
国
三
十
三
所
巡
礼
の
旅
」に
お

け
る
往
来
手
形
は
、
残
念
な
が
ら
残
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
一
例
と
し
て
、
安
毛

村
の
永
昌
院
が
文
化
９（
１
８
１
２
）年

に
発
行
し
た
蕨
生
村
の
久き

ゅ
う
べ
え

兵
衛
の「
往

来
一
札
」を
示
し
ま
す
。

（
解
読
文
）

「　
　
　
　
　
　
往
来
一
札

一�

濃
州
武
儀
郡
蕨
生
村
久
兵
衛
と
申も

う
す

者
、

宗
旨
ハ
代
々
禅
宗
当
寺
柦だ

ん

那な

ニ
相あ

い

紛ま
ぎ

れ

な
く
御ご

ざ
そ
う
ろ
う

座
候
、
此こ

の
た
び度

志し

願が
ん

ニ
付
、
西
国

巡
礼
ニ
罷ま

か
い
で
も
う
し
そ
う
ろ
う

出
申
候
、
諸
国
御
関
所
相
違

な
く
御お

と
お
し通

成
さ
れ
下
す
べ
き
様
願

ね
が
い
た
て
ま
つ
り奉

候
、
此
者
ハ
勿も

ち
ろ
ん論

同
行
の
内
相あ

い
わ
ず
ら煩

い

候そ
う
ろ
う
て而

又
ハ
病
死
等
仕

つ
か
ま
つ
り
そ
う
ろ
う

候
ハは

ばヽ

其
御お

ん

所と
こ
ろ

の
御ご

作さ

法ほ
う

を
以も

っ

て
御
取と

り
お
き
な
し

置
成
下
さ
る

べ
く
候

そ
う
ろ
う

処と
こ
ろ

願ね
が
い

上あ
げ
も
う
し
そ
う
ろ
う

申
候
、
そ
の
為
往
来

一
札
、
仍よ

っ
て
く
だ
ん
の
ご
と
し

而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
儀
郡
安
毛
村

　
　
　
　
　
文
化
九
年�

禅
宗�

永
昌
院
㊞

　
　
　
申
二
月

諸
国

　
御
関
所

　
　
　
所
々
村
々

　
　
　
　
御
役
人
衆
中　
　
　
　
　
　
　

��

」

旅
行
中
に
病
気
に
な
る
と

年
代
は
不
明
で
す
が
、
江
戸
時
代
末

期
曽
代
村
の
安
太
郎
が
善
光
寺
へ
参

詣
し
、
そ
の
帰
り
に
中な

か
せ
ん
ど
う

山
道
の
上あ
げ
ま
つ
じ
ゅ
く

松
宿

で
大
病
と
な
り
、
上
松
宿
問
屋
2
仁
左

衛
門
と
曽
代
村
庄
屋
清
九
郎
と
の
手
紙

の
遣や

り
取
り
の
文
書
が
３
通
あ
り
ま
す

（
曽
代
西
部
家
文
書
）。

概
要
は
、
安
太
郎（
曽
代
村
安
七
の

伜
）が
信
州
善
光
寺
へ
参
詣
の
帰
り
、

病
を
発
症
し
中
山
道（
木
曽
路
）上
松
宿

で
重
症
化
し
た
た
め
、
白
木
屋（
主
人
、

仁
左
衛
門
）で
養
生
の
た
め
逗
留
し
ま

し
た
。
安
太
郎
の
回
復
の
見
込
み
が
立

た
な
い
た
め
、
３
月
29
日
に
白
木
屋
仁

左
衛
門
よ
り
、
曽
代
村
庄
屋
清
九
郎
、

組
頭
彦
七
宛
に
引
取
要
請
の
手
紙
が
出

さ
れ
ま
す
。
同
日
付
で
曽
代
村
庄
屋
清

九
郎
、
組
頭
彦
七
が
上
松
宿
御
宿
役
人

「古田久二夫家文書」美濃市教育委員会所蔵

曽代西部家文書
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注１��

そ
の
家
が
帰
依
し
檀
家
と
な
っ
て
い
る
寺
。

江
戸
時
代
は
、
す
べ
て
の
庶
民
が
檀
那
寺

を
持
つ
こ
と
を
強
要
さ
れ
た
。
菩
提
寺
。

2��

江
戸
時
代
、
宿
駅
に
置
か
れ
た
問と

い
や
ば

屋
場
の

責
任
者
。
宿
駅
お
よ
び
助
郷
の
人
馬
を
指

揮
し
、
公
私
の
旅
客
と
荷
物
の
継
ぎ
送
り

や
休
泊
に
関
す
る
事
務
を
管
掌
し
た
。

（
意
訳
）

　
濃
州
武
儀
郡
曽
代
村

　
　
　
安
七
伜

　
　
　
　
安
太
郎

　
　
　
外ほ

か
ニ
指さ

し
そ
え添

壱
人

　

尚な
お
な
お々

日
が
暮
れ
て
行
き
詰
ま
っ
た
場
合

は
一
晩
泊
め
て
あ
げ
て
頂
き
た
い
。３

右
の
者
信
州
善
光
寺
様
へ
拝
参
に
罷
り
い

で
た
所
、
帰
り
に
病
気
と
な
り
よ
う
や
く

当
宿
迄
来
ら
れ
、
四
、五
日
養
生
し
ま
し
た

が
、
全
快
に
は
な
ら
ず
、
国
元
へ
帰
り
た

き
旨
願
え
ど
も
、
歩
行
成
り
が
た
く
、
甚

だ
難
渋
の
者
で
賃
銀
等
も
行
き
届
か
な
い

の
で
、
御
宿
方
の
御
慈
悲
を
も
っ
て
、
片

棒
払
い（
一
人
分
の
支
払
）に
て
送
り
届
け

下
さ
る
よ
う
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

辰
四
月
四
日

　
　
　
　
　
上
松
宿

　
　
　
　
　
　
問
屋
共
㊞

　
須
原
宿
よ
り

　
　
先
々

　
　
御
問
屋
衆
様
へ

庶
民
の
旅
行

江
戸
時
代
の
庶
民
の
旅
行
は
、
日
数

と
費
用
が
多
大
に
か
か
る
の
で
珍
し

く
、
ま
た
、
寺
社
仏
閣
の
参
拝
と
湯と

う

治じ

く
ら
い
し
か
往
来
手
形
の
発
行
4
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
旅

に
で
る
と
目
的
以
外
の
物も

の
み
ゆ
さ
ん

見
遊
山
を
楽

し
ん
だ
こ
と
が
窺う

か
が

え
ま
す
。
そ
し
て
道

中
病
気
に
な
っ
た
り
、
死
亡
す
る
と
、

現
地
の
村
と
自
村
の
人
々
に
大
変
迷
惑

を
掛
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
、

村
役
の
長
で
あ
る
庄
屋
5
は
そ
の
窓
口

と
な
り
矢や

お
も
て面
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

美
濃
市
史
編
纂
室（
五
十
川
金
寿
）

3��

尚な
お
な
お
が
き

々
書
。
手
紙
な
ど
で
、
本
文
に
書
き
落

と
し
た
事
柄
を
後
か
ら
書
き
加
え
る
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
文
章
。
宛
名
の
後
ろ
に
、
一

字
半
ぶ
ん
だ
け
下
げ
て
書
き
、
ま
た
、
行

間
や
本
文
の
前
に
書
く
こ
と
も
あ
る
。
こ

の
文
書
は
本
文
の
前
に
書
か
れ
て
い
る
。

追
伸
。

4��

旅
行
以
外
で
の
仕
事
や
奉
公
な
ど
で
の
往

来
手
形
は
あ
っ
た
。

5��

庄
屋
は
、
一
村
の
長
と
し
て
上
か
ら
の
命

令
を
百
姓
に
伝
え
て
そ
の
実
行
を
監
視
し
、

下
か
ら
の
申
し
出
を
と
り
つ
ぎ
、
時
に
は

そ
れ
を
裁
き
、
村
民
の
日
常
生
活
を
常
に

注
意
す
る
な
ど
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
以

上
に
、
年
貢
を
完
納
す
る
こ
と
そ
れ
に
関

連
す
る
任
務
が
第
一
で
あ
っ
た
。

曽代村、上松宿と善光寺の位置関係図


